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要 旨

プラズマ灯は、省エネ、極めて高い演色性を有することや、蛍光灯や LED 灯と同様に発熱が少ないな
どの特徴の他に、光源の照度が高いながらもそのサイズが極めて小さいことから、配光が容易で、他の照
明よりも照度効率を高めることでシンプルな構成で小型の灯具開発を可能とする。

本研究では、市販のプラズマ灯について、簡易的に照度の測定を行いその特性を把握するとともに、プ
ラズマ灯を用いた一次産業用灯具として、水耕栽培システム用灯具及びイカ釣り漁船用灯具の開発を行っ
た。

１．水耕栽培システム用灯具の開発
広い帯域の発光波長特性（高演色性）を持つプ

ラズマ灯は、太陽光の波長特性に近いとされ、小
指先程度のランプ球から高い効率で光を発生する
ことができる。発光波長特性が太陽光に近いため、
光源のシステムは非常にシンプルに設計できる。
もちろん無電極の発光なので発熱も少なく、植物
に近接も可能であり、距離があっても照度が取れ
るため、栽培できる植物の種類も豊富になると考
えられる。

近年、様々な分野に展開されている LED で光
出力を上げる、多くの波長域の光を出力するた
めには、LED の数を増やす方法しかなく、発熱
やノイズ等により発光効率と信頼性が低下するた
め、後からの増設が難しいとされているのに対
し、プラズマ灯はよりパワーのあるアンプに交換
するだけで、簡単に光出力を増大できるため、シ

ステムの汎用性が高く灯具としての構築が簡便で
ある。これらのことから、植物工場用灯具として
開発製造コストが安価にできるメリットがある。

植物の成長は基本的に光合成によって行われる
が、他に発芽・開花・子葉展開・葉緑素の合成な
ど、植物の形態形成を誘起するために必要な光が
ある。これらに必要な光の波長域はそれぞれ違
い、光合成には可視光全域、光形態形成には青色
系（380nm から450nm）と赤色系（650nm から
750nm）が必要であることが知られている。現在、
省電力な植物工場の光源として採用されている
LED では、光合成時の葉緑素が赤色系の吸収が
良いこと、発芽など育成初期以外の形態形成に必
要な光が赤色系に集中していること、青色 LED
が高価であることなどから、主に赤色 LED を中
心に形成した光源を採用しており、足りない波長
域の光は蛍光灯や少数の青色 LED を組み合わせ
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